
連載の第５回は、かん水機器の選定です。必要な能力に
満たないかん水機器を選択してしまうと「十分な水量が
流れない」「必要な水圧がかからず、上手くかん水できな
い」といったリスクがあります。今回は、必要なかん水
能力を計算し、機器を選定する方法を紹介します。

・ここでいう“かん水機器”とは、作物に水や肥料（液
肥）を供給するための機器群を指します。具体的には、か
ん水機器本体（液肥混入機、ポンプ、制御盤、電磁弁、フ
ィルターなど）や配管、ポンプ、各種タンク、フィルタ
ー、チューブなどから構成されます（図１）。

・主に計算するのは、❶１分当たりのかん水量（Ｌ/分）
の最大値と、❷１日当たりのかん水量（Ｌ/日）の最大
値の２つとなります（図２）。
・❶は「流速」のイメージで、主に配管径やポンプ（井
戸、かん水機器本体など）の選定に使用します。
・❷は「水の体積」のイメージで、主にタンク（原水、排
液、肥料原液など）の選定に使用します。
　 ポイント　
かん水機器は、流量や水圧の能力不足が起きないよう、

原則「最大値」を用いて選定するとよいでしょう。
❶１分当たりのかん水量（Ｌ/分）の最大値
・使用するかん水チューブやドリッパーの吐出量と数量
（数、ｍ数）から計算します（図３）。
・計算方法は［チューブ１ｍ当たりの吐出量（Ｌ/ｍ）］
×［チューブ長（ｍ）］や、［ドリッパー１個当たりの吐
出量（Ｌ/ｈ）］×［ドリッパー数（個）］などです。
※区画（系統）分けをしている場合は、区画ごとのかん
水となるので、最大区画の数値を用います。
　 ポイント　
かん水チューブやドリッパーの吐出量および適正圧力
範囲は、機器によって異なります。また、作物や作型な
どによって必要な吐出量やスペックなども異なりますの
で、カタログや近隣生産者が使用しているものを確認し
ましょう。
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図１　かん水機器の構成イメージ
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図２　 １分当たりのかん水量（左）と 
1日当たりかん水量（右）のイメージ
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❷１日当たりのかん水量（Ｌ/日）の最大値
・１日当たりの合計かん水量の最大値を計算します。季
節によって変動しますが、最大時期（夏など）を想定し
て計算します（図４）。
・［１株当たりの１日かん水量］×［株数］や、日射量当
たりのかん水量から計算する方法などがあります。
　 ポイント　
計算する際は、ハウスレイアウトや畝の取り方から、面
積や畝長を導いておく必要があります。

【１分当たりのかん水量（Ｌ/分）の最大値をもとに選定す
る例
かん水機器本体
・機種によって対応できる１分当たりのかん水量（Ｌ/
分）の上限が異なります。導入したい機種のカタログで
能力を確認し、必要能力を満たすものを選定します。記
載がない場合は、メーカーに確認しましょう。
　 ポイント　
導入したい機器の能力が足りない場合、かん水の区画
をさらに分ければ、１分当たりのかん水量（Ｌ/分）を
小さくできますが、区画数を増やしすぎると、かん水の
待ち時間が長くなり、１日当たりに必要な水量をかん水
しきれないリスクもあるので、ハウス施工業者やかん水
機器メーカーとも相談して判断しましょう。
配管径
・ハウス施工業者などに必要かん水能力（Ｌ/分の最大
値）を伝え、合致する配管径の選定を依頼します。
各種ポンプの能力
・必要かん水能力（Ｌ/分の最大値）や配管の径および
長さ、フィルターの数などから「全揚程」を計算してポ
ンプを選定します。専門知識が必要なので、さく井業者
（井戸を掘る会社）やハウス施工業者に選定を依頼します。

【１日当たりのかん水量（Ｌ/日）の最大値をもとに選定す
る例
原水タンクの容量
・原水を一定量溜めたい場合や、かん水に必要な圧力を
ポンプでかけたい場合などに原水タンクを設けることが
あります。
例：必要かん水能力（Ｌ/日の最大値）の1.5日分を溜め
ておきたいので、22,800Ｌ/日×1.5日分＝34,200Ｌ以
上のタンクが必要。
肥料原液タンクの容量
・肥料原液の混入率（％）や肥料原液の作成頻度、タン
クの数（１液式、２液式）などから計算できます。
例：22,800Ｌ/日×（肥料原液混入率１％）×（５日に１
度肥料原液作成）＝合計で1,140Ｌの肥料原液をタンク
に貯めたい。２液式の場合はタンクの数が２つなので、容
量が600Ｌ（ 1,140Ｌ÷２）のタンクが２つ必要。

・機種によってかん水量の設定方法や肥料濃度の設定方
法などが異なります。
・かん水量は①１回当たりのかん水時間（分/回）②１
回当たりのかん水量（cc/回など）で設定する機種など
があります。また、日射量や廃液量に合わせてかん水量
を補正できる機種もありますので、自分が望むかん水方
法にあったものを選びましょう。
・肥料濃度は①肥料原液の混入率（％）②肥料濃度（EC）
で設定する機種などがあります。②のほうが精度は高い
ですが、高価なことが多いので、必要性から検討しまし
ょう。
・そのほかにも、設定方法（制御盤に直接入力やパソコ
ンで設定可能など）や排液を再利用したいのかなどによ
り検討していくと、機種を絞ることができます。

【全農　耕種資材部　グリーンハウス推進室】

必要かん水能力計算に基づく機器選定の例
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補足：かん水機器本体の選定ポイント

１分当たりのかん水量の最大値
＝10.2Ｌ/ｈ/ｍ×2,000ｍ/ 区画
＝20,400Ｌ/ｈ
＝340Ｌ/ 分

必要かん水能力（Ｌ/分の最大値）
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チューブの吐出量：10.2Ｌ/ｈ/ｍ
チューブは２本 /畝設置する

図３　１分当たりのかん水量（Ｌ/分）の最大値の計算例
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夏季：３Ｌ/株
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図４　１日当たりのかん水量（Ｌ/日）の最大値の計算例
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